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本
県
に
お
け
る
東
北
自
動
車
道
の
建
設
計
画
は
、
四
二
年
に
一
部
路
線
発
表(

福
島
県
境
か
ら
名
取
川
右
岸
ま
で)

が
あ
り
、
こ
の
路
線
敷
に
か
ゝ
る
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
昨
年
試

掘
調
査
を
実
施
し
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
、
昨
年
度
に
引
続
き
名
取
川
左
岸
よ
り
岩
手
県
境
に
及
ぶ
約
九
〇
キ
ロ
の
予
定
地
域
に
つ
い
て
既
周
知
遺
跡
の
確
認

と
未
発
見
遺
跡
の
調
査
に
つ
と
め
た
結
果
、
数
多
く
の
遺
跡
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
設
計
の
進
ん
で
い
る
仙
台
以
南
の
地
区
に
お
い
て
は
、
白
石
市
越
河
の
湯
ノ
倉
館
跡
が
損
傷
す
る
こ
と
が
確
実
に
な
つ
て
き
た
た
め
、
地
形
測
量
、
お
よ
び
試
掘
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
集
録
し
た
も
の
が
こ
の
小
冊
子
で
す
。
今
後
の
文
化
財
の
保
護
、
活
用
の
た
め
に
、
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。 

な
お
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
あ
た
つ
て
は
、
炎
天
下
、
あ
る
い
は
酷
寒
を
も
の
と
も
せ
ず
卒
先
調
査
に
あ
た
ら
れ
た
委
員
は
じ
め
、
補
助
員
各
位
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
地

元
市
町
村
教
育
委
員
会
関
係
者
の
方
々
に
も
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 
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あ 
 

と 
 

が 
 

き 
○ 
東
北
自
動
車
道
遺
跡
分
布
調
査
は
仙
台
市
名
取
川
以
北
に
つ
い
て
実
施
し
た
。 

○ 

こ
の
調
査
に
あ
た
つ
て
は
、
東
北
自
動
車
道
遺
跡
緊
急
調
査
対
策
委
員
の
指
導
の
下
に
、
自
動
車
道
予
定
路
線
を
中
心
と
し
た
一
キ
ロ
幅
員
の
地
域
に
所
在
す
る
遺
跡
の
発
見
・

調
査
に
当
つ
た
。
調
査
地
域
、
調
査
担
当
委
員
、
補
助
員
名
、
左
の
通
り
。 
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台
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高
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水
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志
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金

成
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若
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千 

葉 

惇 

昌 

○ 

若
柳
町
鶴
ヶ
城
跡(

地
図
番
号
８
１)

、
鳥
見
館
跡(

地
図
番
号
８
０)

、
軽
臼
館
跡(
地
図
番
号
８
２)

、
田
子
屋
館
跡(

地
図
番
号
７
９)

、
斐
の
城
跡(

地
図
番
号
７
８)

、
武
鎗
館

跡(

地
図
番
号
７
７)

に
つ
い
て
は
位
置
の
み
明
示
し
た
。 

○ 

地
図
番
号
の
う
ち
一
～
九
四
番
ま
で
は
今
回
の
調
査
に
よ
り
新
た
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
り
、
三
桁
数
字
の
番
号
は
全
国
遺
跡
台
帳
作
成
の
際
の
発
見
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。 

○ 

今
回
の
発
見
の
遺
跡
の
う
ち
特
に
重
視
さ
れ
る
古
川
市
宝
量
社
境
内
遺
跡
、
杉
ノ
下
遺
跡
、
三
輪
田
遺
跡
に
つ
い
て
は
別
に
解
説
し
た
。 
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○ 

遺
跡
の
掲
載
の
体
裁
な
ど
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
文
化
財
報
告
書
第
九
集｢

宮
城
県
遺
跡
地
名
表｣

昭
和
四
一
年
刊
に
も
と
づ
い
て
作
成
し
、
遺
跡
番
号
な
ど
も
一
連
の
番
号
を
付

し
た
。 
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五
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二
三
日
組
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古川市杉ノ下遺跡 

荘巌寺境内を中心として古

瓦が出土している｡古瓦の中

には,多賀城跡,菜切谷廃寺跡

草創期の古式重弁蓮花文鐙瓦

が発見されているが,奈良時

代の東北経営を考える上で貴

重な遺跡である｡ 

古川市三輪田遺跡 

長岡丘陵の南斜面にある遺

跡で安養寺跡と呼ぶ小丘があ

るが,ここからはやはり重弁

蓮花文鐙瓦が検出される｡ 

(佐々木茂禎報文) 

古川市伏見宝量社境内遺跡 

東大崎駅の南東 500m の距離

にある｡ 
最近まで土壇が残存し,重弁蓮

花文鐙瓦などの古瓦が数多く

出土していた｡古くは,田辺希

文「封内風土記」によって紹介

されており,その後,鈴木省三

氏は，玉造軍団の建物跡と想定

し,(｢史跡名勝天然記念物調査

報告｣第2輯,大正14年)内藤政

恒教授は,玉造柵の中心地とみ

られた(｢多賀城古瓦草創年代

考｣昭和29年) 

伊東信雄教授による中新田

町城生,同菜切谷廃寺の調査以

来,前説は陰をひそめたが,こ

こは色麻村一の関遺跡,中新田

町菜切谷廃寺と密接な関連を

もつ重要な遺跡である｡ 
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